
（
許
可
状
の
訂
正
）

第
二
十
八
条

法
第
百
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
許
可
状
の
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
合
通

信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
許
可
状
の
訂
正
の
場
合
に
準
用
す
る
。

一

設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

２

法
第
百
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
状
を
破
損
し
、
よ
ご
し
、
失
つ
た
等
の
た

め
に
許
可
状
の
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
に
別
表
第
六
号
第
２
の
様

式
に
よ
る
添
付
書
類
（
図
面
を
除
く
部
分
と
す
る
。）一
通
を
添
え
て
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

二

設
備
の
種
別
及
び
設
備
数

３

第
二
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
状
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。
た

だ
し
、
許
可
状
を
失
つ
た
等
の
た
め
に
こ
れ
を
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

許
可
の
番
号

四

許
可
の
年
月
日

五

訂
正
を
受
け
る
箇
所
及
び
訂
正
を
受
け
る
理
由

２

前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
総
合
通
信
局
長
は
、
新
た
な
許
可
状
の
交
付
に
よ
る
訂
正
を
行
う

こ
と
が
あ
る
。

３

総
合
通
信
局
長
は
、
第
一
項
の
申
請
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
職
権
に
よ
り
許
可
状
の
訂
正
を
行
う
こ
と
が
あ

る
。

４

第
二
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
新
た
な
許
可
状
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。

（
許
可
状
の
再
交
付
）

第
二
十
八
条
の
二

法
第
百
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
状
を
破
損
し
、
汚
し
、
失
つ
た
等
の
た
め

に
許
可
状
の
再
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
総
合
通
信
局

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

一

設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

設
備
の
種
別
及
び
設
備
数

三

許
可
の
番
号

四

許
可
の
年
月
日

五

再
交
付
を
求
め
る
理
由

２

第
二
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
状
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
準
用
す
る
。
た

だ
し
、
許
可
状
を
失
つ
た
等
の
た
め
に
こ
れ
を
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
許
可
の
承
継
の
届
出
）

（
変
更
等
の
手
続
）

第
二
十
八
条
の
三

第
二
十
条
の
二
（
第
二
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
百
条
第
四
項
の
場
合
に

準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二

第
二
十
条
の
二
（
第
三
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
法
第
百
条
第
四
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
変
更
の
申
請
等
）

第
二
十
九
条

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
許
可
に
係
る
設
備
の
変
更

の
許
可
の
申
請
又
は
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
の
番
号
及
び
許
可
の
年
月
日
を
記
載
し
た
申
請
書

又
は
届
出
書
に
変
更
に
係
る
部
分
に
関
す
る
変
更
後
の
事
項
を
記
載
し
た
別
表
第
九
号
の
二
又
は
別
表
第
九
号

の
三
の
添
付
書
類
及
び
そ
の
添
付
書
類
の
写
し
一
通
を
添
え
て
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
九
条

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
許
可
に
係
る
設
備
の
変
更

の
許
可
の
申
請
又
は
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
申
請
書
又
は
届
書
に
変
更
に
係
る
部
分
に
関
す
る
変
更

後
の
事
項
を
記
載
し
た
別
表
第
六
号
第
２
又
は
第
３
の
様
式
に
よ
る
添
付
書
類
及
び
そ
の
添
付
書
類
の
写
し
一

通
を
添
え
て
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
又
は
届
出
の
場
合
に
準
用
す
る
。

２

第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
申
請
又
は
届
出
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
三
十
条

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
高
周
波
利
用
設
備
の
廃
止
の

届
出
は
、
当
該
高
周
波
利
用
設
備
を
廃
止
す
る
前
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
総
合
通
信
局

長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
高
周
波
利
用
設
備
の
廃
止
の

届
出
は
、
当
該
高
周
波
利
用
設
備
を
廃
止
す
る
前
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
を
総
合
通
信
局
長

に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

一

設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

廃
止
す
る
年
月
日

二

廃
止
す
る
年
月
日

三

設
備
の
種
別
及
び
設
備
数

三

高
周
波
利
用
設
備
の
種
別

四

許
可
の
番
号

四

許
可
の
番
号

五

許
可
の
年
月
日

五

許
可
の
年
月
日

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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